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多重重水素化法として，Pt/C および Rh/C と i-PrOD-d8/D2O 混合溶媒を用いて封管中
120 ℃で撹拌する方法を確立した．更に，同様の条件下，Pt/C と i-PrOH/D2O または
i-PrOD-d8/D2O混合溶媒を用いることにより，脂肪族カルボン酸の多重重水素化標識法
を確立した．この方法はバルプロ酸などの完全重水素標識体（重水素標識医薬品）の
合成に展開され，またアルキン末端を効率的に重水素標識する工業的実用化が期待さ
れる方法も開発している． 
以上，本研究は，種々の化合物の多重重水素標識反応の開発を行ったものであり，
反応開発の視点のみならず薬学の広い分野での実用化が期待され，博士（薬学）論文
として価値あるものと認める． 
